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私が鳥学会に入会したのは昭和

26年（ 1951）のことである。そ

の年の IO月27日の第 119回例会案

内のハガキが第1号で，以後約20

年笥のハガキは吃いたい保存しで

ある。例会報告は後日『鳥』（現

日本鳥学会誌〉にも鞍るけれども，

案内ノ、ガキはそれとはまた別の面

白さがあるので拾てきれないので

ある一

当時ハガキは2円，鳥学会の年

会費C;t2 00円であった。現在はハ

ガキ 41円，年会費5，ぽ）（）円である。

J、ガキは約20倍，年会費は 25倍になったわけである。

忍が入会したころは，故高島春雄氏が世話役で，ハガキのガリ版も氏の筆によるものであっ

たご高島さんは「チョーガタカイJでなく， 「チョウガククワイjと発音されるほど凡辰面な

方であったから，ハガキの漢字も略字でなく，律気に旧字を守っておられた。 「鳥学会Jでな

く， 「烏撃舎」なのであった。

例会の会場はほとんど山階研究所の1警の会合室だった。新入りの怠は後ろの方で小さくな

っていたが，前の方には戦前の華族様，即ち嚢司信輔偽山階芳麿観黒団長雄乱蜂須賀正

氏飼，清棲幸保附らが居並び，また華族ではないが内田清之助，籾山徳太郎，石沢慈鳥ら，か

ねて本などで熟知していた著名士が籍羅星の如〈顔をそろえていた。今こうして名前を列挙し

てみると，すでに存命者は 1人もおられないのに気付く。

例会の講演はそれほどむつかしいとは感じなかった。学問的な演題よりも，各地の調査や外

雪旅行談など楽しいものが多く，時には「幻燈」（スライドのこと〉が行なわれた。さきに述

べたハガキ第 1号の演題も， 「米国留学所感山崎夏子氏，海外動物屋巡歴談古賀宏道氏J

の2本立てで，後者は「幻燈」付きとなっている。因みに山崎夏子氏とは今の奥田夏子氏

（日本女子大名誉教授・日本鳥類保護連盟理事）のことである。

例会は夏場を除いて毎月のようにあっTこから，世話役の方々は随分苦労されたらしい。演語

も演者もすぐタネ切れになってしまうからである。ハガキにも「飛入演説歓迎」 （’51年11月）

とか， 「出席各位の一人一話お騒いJ （’52年1月）とか悲鳴に近い文言がある。

面白いのは’52年3月例会の案内である。黒田長礼氏と瓦 E.MCCiur e氏の講演に続く第

3が「鳥類保護連盟主〉あり方等につき皆様と協議したいと思いますj。烏学会の例会で，連盟

のことを協議していたのだから，お！，、らかな時代であった。また’59年 2月例会のように「日
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、ー 挨拶

日本烏学会会頭就任にあたって

この度は 1990年の鳥学会金沢大会において会頭に

選出していただき，身にあまる光栄と存じております2

80年の伝統ある烏学会の名に恥じないよう，前会頭

黒田長久博士のあとを継ぎ，学問と人格を見ならって

L、きたいと思っております2

弘は 1947年に烏学会会員になり40年余の鳥の研究の

のうち， 3（昨を鳥類の渡りに関する生理生態学的研究

に費やして参りました。これを契機にそのまとめをい

たしたいと思ってゐ、ります＝また，運営面では評議員

幹事並びに各種委員会の皆様と協力しながら烏学会を

少しでもレベルアフプするよう国際的な感覚をもち，

また国内外の烏団体とも連携しながら努力して参りた

いと患っております。

中村 司

烏学会年会開催地の鉱大とともに会員が年々増え，また若い研究者が益々多く育ってい

きますことを心から踊っております。

（前ベージより続き〕 本野鳥の会東京支部例会と合同で開催致しますJというのもあった。

普は烏学会も連盟も野鳥の会も，もっと漫然としていたのだ。未分化だったといってしまえ

ばそれまでだが，それなりの良さもあったのである。今は何となくお互いによそよそしくなっ

てしまったような気がする。ただ昔も今も， l人でこれらの会のいく勺かに入っている人は多

い。いやむしろ，そうでない人の方が少ないのではないか。頂上はいくつかあっても裾野は広

く一体となっているのであるe

烏界諸団体の中で，唯一鳥学会だけが会員名簿を公けにしている。 ’89年 3月現在の名簿が

会誌第37巻4号（’89年6月）に載っている。これを見ると氏名の次のカタコ内に西暦年が

ついている。この説明は特にないがその人の入会年を現わしているのだろうzそこで各年代と

とに人数を調べてみた。 （海外， E毒読会員を除く）

入会者仏j 構成比酔）

1920年代 3 0.4 

30 ,, 9 1.1 

40 " 31 3.9 

50 ,, 58 12 

60 ,, 78 9.7 

70 ,, 217 27 

80 " 408 50.7 

計 (804) (100) 

なんと半分が8併手代入会者， 7併手代と合わせると 77.7'jらにもなるコ 1989年が3月までの統

計だからフルに数えれば確実に8割を越すだろう。鳥学会員の大勢はせいぜいここ 20年以内に

入会した人たちで占められているのである。因みに忍が入会した 1951年必臓の合計は 52人，全

体の6.5%1こ過ぎなL、2 会の先輩がまだ50人もおられるのは心強い，といういい方もできるが，

1割未満の枠に入ってしまった淋しさはおおうべくもない。

古いハガキのファイルを眺めていると，時代の流れというものをつくづくと感じる＝
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Movement 

第22回国際行動学会のお知らせ

第22回国際行動学会議が来年の8月22～29

日にかけ，京都の大谷大学で開催されます。

2年に l回開催されるこの会議は，行動生態

学から神経生理学まで，また昆虫から晴乳類

まで，動物行動に関するあらゆる分野を対象

~邸質国臆説画事担磁験勉 N ・ E •W • S 

・南極便り (I)

気づいてみると日本を厳れてから 9カ月に

なります。自衛鑑しらせでのあすか基地，昭

和基地への輸送，短い夏期閣のベンギン調査

をおえ， 2月1日に30次隊と越冬交替してか

ら7カ月となり，ょうやく越冬生活半ばを越

え，ここ昭和基地での生活もある点ではなか

なかいいものだと感じられるようになりまし

た。別の世界からの情報はごく限られており，

ここにはお盆騒ぎも毎日の通勤ラフシュもあ

りません。人と物の出入りはまったくない，

男ばかり30人の孤立した小世界は，よそから

みると多少異常なのかも知れませんがそれな

りに住心地がよいものです。南極観測事業関

係以外の公の情報源としては毎日ファクスで

ダイジェスト肢の新聞が送られてきています。

近ごろ緊迫したイラク情報が頻繁に伝えられ

にしています。もちろん烏に関する発表も多

く，世界の著名な鳥学者が多数参加する見込

みです。興味ある方は12月31日までに下記へ

資料を請求して下さい。

〒107 港区赤坂 1丁目 8-10

第9コーワピル

サイ7ル・インターナショナw気付
第 22回国際行動学会議事務局

f i 1 e 雌賦掛鄭題担鄭磁認居~

行のサポートや.傾整備の手伝い（といって

もしろうとなのでたいして役にも立ちません

が）をしていましたが， 8月下旬には9月に

予定しているコウテイペンギンの調査のため

のルート工作に出かけてきました。昭和基地

からみて西， リュツオホルム湾の対岸，直線

距離にして 200kmのところの定着氷縁にコウ

テイの数千ペアの繁殖コロニーが知られてい

ます。このコロニーは航空機から確認されて

いるだけでいままで誰も足を踏みいれたこと

がありません。今回の偵察ではコロニーまで

あと10数回1と近づいたのですが，氷山群の

なかによいルートを発見できず，そこにたど

り着くことはできませんでした。コウテイの

生態はフランスやオーストラリアの観測隊が

明らかにしつつあり，今更の感もありますが．

9月には体重30kgをこすコウテイの数千ベ

ていますが，どうもピンと来ず，よその宇宙 アのコロニーをぜひ見たいものです。

の出来事のように感じられます。こういった， （綿貫 豊）

世界情勢の変化は，心理的にはまったくこの ・ケンブリッジから

小世界に影響をおよぼさないようです。 Tこだ

個人的には，新鮮な野菜と科学情報に非常に

飢えています。最近の学会の話題が入ってこ

ないのが一番さみしいところです。

さて昭和基地は今5月下旬から 7月中旬の

太陽が顔を出さない H 極夜”があけ，日の出

8: 00，日没 17:00と世間並の日周リズム

となり，海氷謁査旅行や航空機を使った観測

など野外行動がきかんになりはじめました。

気温は今が一番低く， 7 イナス40-～30!'支にな
りますが，今年は海氷が発達しており，氷厚

が厚いので安心して雪上車を走らせることが

出来ます。怠自身は 1～3月にアデリーペン

ギンの調査をしたきり冬期間はあちこちの旅
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6月の中旬から10月までの予定で，ケンプ

リヲジのBritishAntarctic Survey ( B A 

S）でVisiti屯 Scientistとして仕事をし

ています。これは日本の国立極地研究所とB

A Sの閣の共同研究が行われている関係で，

昨年はBA SのDr. Croxal Iが来日し，今

年は弘がイギリスで仕事をすることができる

ことになったものです。怠の仕事は，歪南極

のサウスジョージア諸島バード島で繁殖して

いるゼンツーペンギン， 7カロニベンギン，

アオメウの潜水記録の解析と餌サンプルの解

析です。

BA Sでは約400人の人が働いており，そ

の約半分が研究者です。研究系は地学，地球



物理，雪氷及び気象，超高層，海洋生物，陸

上及び陸生生物の 6部門に分カイLており，

怠は海洋生物部門の中のBird+SealSec-

tionに署しています。海鳥の研究は，南極

海洋生態系の中の高次補食者として，主に繁

殖， f菜食生態，潜水行動などが行われていま

す。

こごでは生物学的な研究をするだけでなく，

たとえば環境モニターとしてペンギンを使う

方詮を示したり，センサスの結果から保護の

必要性を訴えるなどといった，南極の自然環

境の保護にもカをいれて...ヘるという印象を受

けています。

仕事はよく細分化されており，コンピュー

ター，生物統計，図を書く専門の人などもい

ます。L まだ，数週間～数年間といった期限付

きで仕事をLている入も結構多えいます。こ

れはBA Sに限てうたことではなぐ，大学を卒
業してすぐ就職するということはむLろ珍し

いことで，次々に自分の参加したい研究のプ

ロジェクトを晃つけて，経験を積んでいくと

いうのが一般的なためのようです。ー他にイギ

リスの内外からPhD, （博士学位を取得）の研

究をするためにBASにきている学生もいます。

ケンプリヲジは古いカレフジの建物と緑と

自転車の多い町です。夏の聞は観光客と語学

研修にやってきた人々で実ににぎやかでした

が， 9月をすぎたころから，学生が長い休み

を終えて帰りはじめ，もとの静かな町に戻る

ということですo e （加藤明子）

・山口県版鳥類繁殖地図報告書の発行

鳥学ニュース必34で作成中としておりまし

た上記の報告書を発行致しました。

価格，ー内容が一部変更になりましたのでお

知らせ致します。

価格は送料込みで 2（別円。本文 337頁。写

一真16頁95枚。調査範囲 山口県全域及び北部

九州。〈島根，r広島県め一部を含む。）／繁殖

分布図（ 157種）及び解説，具体的繁殖例／

生息密度図（ー118種〉／調査地点標高分布表，

環境要素比率分布表，鳥類別観察コード頻度／

山口県繁殖関係文献一覧及び概説ー／調査に伴

う虞味ある観察（ケリの繁殖。パン幼鳥のヘ

ルパー行動他短報14編）／報文（人工建造物

で営巣する野鳥2係重，カワガラスの巣箱利用

による察殖他4編等

申し込みは下記まで。

守745）山口県篠山市粟屋坂田 948-24

（電話：） 0834-25-4469 （小林繁樹）

烏学ニュース発行一覧 No.l～37 (1975～90年）
発行年月日 発行年月日

議 名 号数 （西麿） 匝数 誌 名 号数 （西暦） 頁数

烏学会乙ユース 1 7 5. 12. 29 2 烏学ニュース 20 86. 8. 20 10 

日本烏学会ニュース 2 76. 10. 15 4 21 8 6. 11. 2 5 10 
3 77. 3. 10 2 22 87. 2. 28 10 

•; 4 77. ちー‘＇15 2 23 87. 5. f' 同

s I 7 7. 12. 20 3 24 87. 8. 20 8 
6 79. 3: 20 3 25 87. 12. 15 8 

ーー 一ー 7 79. 9. 30 8 26 88. 2. 29 12 

8 80. 10. 30 8 27 88. 5. 31 10 
9 81.11.30 8 28 88. 8. 1 8 
10 83. 2. 1 8 29 8 8. 11. 2 5 8 

鳥学ニュース 11 8 3. 7. 15 8 30 89. 2. 25 12 

12 83. 12. 5 10 31 89. 6. 10 8 
13 84. 3. 15 8 32 89. 8. 10 8 

14 84. 6. 5 10 33 8 9. 11. 15 12 
15 84. 12. 1 14 34 90. 2. 28 10 ．ι． 
16 85. 4. 1 10 35 90. 6. 10 12 
17 85. 6. 20 8 36 90. 8. 1 8 
18‘ 85. 12. 5 10 37 9 0. 11. 5 10 
19. 86. 5. 10 10 
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鳥学ニュース総目次 No.1～37 (1975～90年）

E老主主豆頁言言】

グループ活動について （黒田長久） I 1 -1 
海鳥を見る楽しみ 〈中村登流） 1 2 -1 
図鑑の烏の絵は左向き、右向き？

（森岡弘之） 1 3 -1 
半世紀前のアホウドリ足環標議【表題を左記に変更〕

（山田信夫） 1 4 -1～2 
トキのニュースを聞きながら （中川志郎） 1 7 -1 
私の烏声録音とその分析研究

〈蒲谷鶴彦） 1 8 -1～2 
初めての議文 （中村司） 1 9-1 
鳥獣保通法運用のありかた 〈風間辰夫） 2 0-1 
草創期の日本野鳥生態映画〈松山資郎） 2 1ー1～2
野鳥映画についてー提言 (JII回潤） 2 2-1 
イギリスの古本屋あれこれ（森岡弘之） 2 3 -1～2 
機器使用による烏の行動観察

〈中村浩志） 2 4-1～2 
大会雑感、その将来に向かつて（黒田長久） 2 5 -1 
試行錯誤を重ねた京都鴨川｜でのユリカモメの餌づけ

グループ研究によせて

烏学の国際化

米国の鳥類研究者就職事情

最近の鳥類標議調査事情

北の鳥人たち

2つの話題
流氷の烏オオワシ

鳥学会のハガキ

Eキ寺 多重差コ

（大槻史郎） 2 7 -1～2 
〈浜口哲一） 2 8 -1 
（山岸哲） 3 0 -1～2 
（樋口広芳） 3 2-1 
（吉井正） 3 3 -1 
（掻巻裕蔵） 3 4-1 
（加議昌宏） 3 5 -1～2 
（大野義輝） 3 6 -1～2 
（岡田泰明） 3 7 -1～2 

極東の烏 1 1 -2～6 
極東鳥類研究会の活動（蕗巻絡蔵） ソ連邦の鳥類

に関する図書・文献案内（長谷川博） 〈世界の鳥

学者・ 1)V. A.ネチャエフ博士のこと（藤巻〉
日ソ震り鳥条約のその後（吉井正） トピックス・

ソ連烏学者の訪日（竹下信雄）

海鳥 12-2～6 
「日本海鳥グループ」発足する 海外の‘海鳥グル

ープ‘について 海鳥についての図書・文献の簡単

な紹介（以上長谷川博）く世界の鳥学者・ 2)i.R. 

P.Bourne惇土（黒田長久）
地方鳥類誌 I 3 -2～5 
都道府県別出版目録（川｜内博）

マーキング法の工夫 14-2～6 
1.細くて丈夫なカラーリング 2.簡単に自作で
きるカラーリング 3.羽毛の染色（以上福田道雄）

4.尾羽の一部をカットする（中川富男） 5.羽軸
に異なる色の羽をさし込む法（中村浩志） 6.反射
テープの利用ーアオパズク〈大庭照代） 7.同一タ
マシギ（米田重玄） 8.アカゲラにつけた肩タグ
〈石田鍵） 9.番号入り色足環ーアホウドリ（長谷
川博） 10. ラジオテレメトリー（米国） ll. カワガ
ラスのマーキング（江口和洋） 12.ガン類のマーキ
ング〈呉地正行） 13.ユリカモメへのマーキング

（須川恒・大槻史郎｝ 鳴き声パターンによるカヲ

コヲの個体議別（百尊重浩・中村）

〈世界の烏学者・ 3）ドナルド・s.フ Tーナー教控
（中村司） 1 4-7 

調査・観察の小道具集 (1) 15-2～5 
1.便利な二連カウンター（呉地正行） 2.業のの
ぞき鏡（長谷川博） 3.ベースメーカー媛能付腕時
計（石田健〉 ［双眼鏡］ 1.双眼鏡の使い分け（樋
口広芳） 2.焦点調節不要の双眼鏡（福田道雄｝
3.近距躍照双眼鏡〈長谷川政美） 4.防水型双眼
鏡｛花輪伸一） 5.気密肪水型双眼鏡（石田） 6. 
絢ポケヲトに入る単眼鏡 <JII内博）〈前号追配〉
調査・観察の小道具集（2) 16-2～4 
野帳（フィールド・ノート〕（長谷川博） 耐水性

ノート（竹下信雄） ［測定器］ 1.スイス製パネ秤
ーベソラ（茂田良光） 2.銀秤（長谷川） 3.距車産
や面積の測定｛福田道雄・杉議文夫）

調査・研究のための助成金援得法 17-2～5 
〈福田道雄〉〈助成例〉日本自転車振興会助成〈杉

義文夫〉 WW F保護事業助成（福田） トヨタ財
団「身近な環境をみつめよう」研究コンクール（唐

沢孝一〉
烏声録音法、分析法、サウンド・ライプラリー

の小案内 18-2～5 
1.録音機材・録音方法について（百尊重浩） 2.分
析法 1)ソノグラム（長谷川博） 2）コンビュ
ーターによる音声の分析について（百尊重） 3）パ
ソコンによる音声の分析（高良真一〉 4）音声合
成装置について〈松岡茂） 3.サウンド・ライプラ
リー 1）日本 2）外国 4.ディスコグラフィ
ー〈長谷JII)

論文のまとめ方 19-2～6 
（百尊重浩〉／自白文を書くうえで苦労したこと（伊麗

信護）論文を書〈前に（上田恵介）拳考文献の援し

方、集め方（浦野栄一郎〉修正を要求された時の対

応〈山岸哲〉 「諭文の書き方」文献案内〈浦野）

各種の許可申請と届け出 20-2～4 
1.天然記念物の現状変更（学術調査）に必要な許
可手続きへのアドバイス（花井正光） 2.烏獣捕撞
・鳥類卵~取許可の申書（長谷川博） 3.特殊鳥類
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の保護、収容等の届け出 4.榎重量鳥の回収報告と
足環の届け出

映像記録（1) 21-2～6 
ビデオ・パードウ 1ヲチング（津戸芙守〉

lBm/1撮~の実際（久保田義久） フクロウは食後何
時間でベリ 7 トを吐くか（阿部畢）

映像記録（2) 22-2～5 
続・草宣IJ期の日本野鳥生悠映画（松山資部） 学研

製作による烏の映画（岡田泰明） テレピ番組・ 16
・／圃フィルム・ピデオで見られる烏の生態（｝II内博）
外国出版物属人法 23-2～7 
I洋書輸入通信販売を利用する E個人で輸入す
る（以上長谷川博） 皿外国出版物購入の経駿と気

をつけたいこと 外国から直接書籍を取り寄せるに

は（森岡弘之） 忍の洋書窮入法（綿貫豊・渡辺央

．茂田良光・磁部清一）

機器使用行動解析技術 24-2～5 
1.ラジオテレメトリーによる烏の行動解析
2.アクトグラムによる行動解析 3.自動婦彫に
よる行動観察 （以上中村浩志）

最近の烏学会大会（ 1) 25-2～5 
（長谷川博・小宣原畢・鉢俊夫・鶴見みや古・湯本

光子・山崎亨・中島欣也・山田律援・原戸鉄二郎・

和田岳・小厳弘美・武下雅文・大田保文〕

最近の易学会大会（2) 26-1～6 
最近の烏学大会風景 最近の鳥学会大会一覧表（黒

田長久・川内樽） 舞台裏からみた最近の烏学会大

会（JII内） 〈前号への追記（長谷川博）〉 日本
烏学会1987年大会をお引受けして〈中村司）
ドイツ烏学会の大会（長谷川｝

失敗に学ぶ一経厳雑記帳 27-2～5 
1.標識調査のためのガン捕獲（呉地正行） 2.卵
の破損防止法（尾崎清明） 3.小鳥の卵に叩をつけ
る方法（長谷川博） 4.ヘピにセヲカを双られた話
（上回恵介） 5.績にかかったシジュウカラをモズ
に殺られた（石田健） 6.アオゲラの巣放棄（石田）
7.コゲラの鍵飛び出し（石田） 8.巣内のひなに
足環づけをする日齢（長谷川） 9.カラーリング選
ぴは慎重に（稲田道雄） 10.三脚のかわりに「まく

ら」を（長谷JIJ)II. シリカゲルの利用（長谷川）
12. コンピュータの生データを失う（石田）
魚類研究グループ（ 1) 28-2～5 
日本白鳥の会極東鳥類研究会雁を保護する会

烏害研究会 日本鳥類僚議嵐会 カワウ標議調査

グループ都市鳥研究会ねぐら研究会梓川鳥類

生態研究グループ上越烏の会台湾の烏友の会

日本イヌワシ研究会 日本烏学会近畿地区想談会

鳥類研究グループ（2) 29-1～3 
いろいろな顔をもった研究グループの機関誌帰化
鳥類研究会相撲川河口野鳥研究グループ 山梨動

物生態研究会北陸烏学怨談会

第l回国際鳥学セミナー 30-2～7 
大阪ワークショップの報告（山岸哲） ワークシ g

ップに主主加して（浦野栄一郎） ［公開講演会］京都
（江崎保周〉東京・札幌 Douglas W. llock教疫の

略歴 モヲク教授との一問一答（長谷川博） 通訳

をしながら（大庭照代）

鳥類研究グループ（3）沖縄野鳥研究会 30-8 
飛び立つ（ 1) 31-1～3 
アホウドリ（長谷川博） 長かった浪人の日々（上

田恵介〉 南極でアデリーベンギンを（綿貫豊）

「演習林」で何ができるか・・・（石田健）

飛び立つ（2) 32-2～3 
野外生物学の綴拠地からのご族主要（大庭照代）

九州から北海道へ（JII略則友） 就職のご報告〈江
崎保男〉

パンディング講習会 33-2～5 
l 0年間の成果〈佐磁文男〉 講習会こぼればなし
「これが講習会だ！ J （山階鳥研標識研究室）

北海道では今！一鳥類研究巌前線① 34-2～6 
私の研究テーマ（川辺百樹） 弘のフィールド・

釧路湿原（儒本正雄） タンチ aウの標識〈近藤憲

久） 知床をフィールドにして（中JII元） 烏との
つきあい〈鍍嶋良朗） 弘とフクロウ（山本絹郎）

弘の利尻、そして烏（小杉和樹〉 巣箱とビデオカ

メラとシマフクロウ（早矢仕有子） 野生生物保護

行政に傍わって（梅木賢俊）

続・地方鳥類誌 35-2～4 
都道府県別出版目録〈川内博）

飛び立つ（3) 36-3～4 
みんなでつくばをかき回そう！（藤岡正博）

3年目をむかえて（東修一史）

(Di  s cuss  i o n 】

評議員選準について 〈議岡弘之） 7-2～5 
大会における研究発表を考える（松岡茂） 7 -5～7 
絶厳に瀕している佐渡の朱震について放言

（伊藤良） 8-3～4 
会誌名絡の変更を検討 （長谷川博） 1 5 -9 

大会プログラムの事前送付を（浦野栄一郎） 1 6 -6 
ニュース16号の二つの記事に反論する

（蚕岡弘之） I 7 -5 
鳥学会会員に対するアンケートの結果について

（百瀕浩） 1 8-7 
烏学会1986大会を終えて （長谷川博） 2 I -6 
鳥獣繍讃許可申請にかかわる長谷川氏の一文に寄せて

（樋口広芳） 2 2-6 
意見に答えて （長谷川博） 2 2-6～7 
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米国の鳥類研究者就暖事情を読んで

〈姦岡弘之） 3 4-7 
米国の鳥類研究者就蟻事情に到する姦同氏の意見に

寄せて （樋口広芳） 3 5-5 
米国における学生の地位と姦岡氏の記事への補足守

（蕊岡正博） 3 5-5～6 
英国の鳥類研究者就職事情 （大庭照代） 3 5 -6 

E 非ζ壬主主巴司 4系多長~ι〉雪雲戸ヲ 3

〔大〕：大会・総会 （シ〕：シンポジウム．

〔例〕：例会 〔講〕：講演会

（ポ〕：ポスター発表会

〔例〕 1976年1月24日 1-2 
（大〕総会のお知らせ（昭和52年度） ・ 4 -1 
（例〕 1977年6月25日 4-1
〔例〕 1980年ll月29日 8-1
〔大〕昭和57年度大会のお知らせ 9-1 
〔シ〕ハクセキレイとセグロセキレイの進化史にせ

まる一1983年度大会へのお誘い 1 1 -7 
〔例〕 1983年12月17日・例年2月188・3月17日

12-9～IO 

〔例〕 1984年5月26日 13-8
〔例〕 1984年10月27日 14-10 
（例〕 1985年1月12日・ 2月23日 1 5 -14 
〔例〕 1985年5月18日 16 -10 
〔例） 1985年9月28日 17-8
〔大〕千葉で会いましょうー1986年度大会の案内

19-9 
〔例〕 1986年11月15日 20-7
（シ〕都市に適応した鳥類について大いに語ろうー

1986年度大会シンポジウムへのお誘い 20-9 
【例） 1986年12月13日 21 -IO 
〔シ〕今、なぜキツツキが街中に進出してきたのか

23-8 
〔大〕日本鳥学会1987年度大会甲府へぜひ 24-8
〔講〕第1回国際烏学セミナーのお知らせ 2 6-12 
〔セ〕第1回国際鳥学セミナーの予告

（森岡弘之・山岸哲） 2 7-6 
〔シ〕「カッコウと宿主の相互進化」に関するシンポ

ジウムのお知らせ 27-6 
〔大〕我孫子でお会いましょうー1988年度烏学会大会

2 7 -10 
〔大〕’ 88年大会事審局からのお知らせ 28-7 
〔誘〕 Mock教獲の公開講演会のお知らせ28-8
〔シ〕トキの増殖とその保護一今後の課題 29-8 
〔大〕 1989年度大会の実箆要領について 3 0 -l! 
〔大〕 1989年度大会のご案内 31-7 
〔シ〕托卵鳥と宿主の相互進化 32-8 
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〔講〕カムチャツカ半島におけるガンカモ類とシギ

・チドリ類の渡りについて 3 3 -IO 

〔シ〕セキレイ 3種の社会情造の比較 33-10 
〔ポ〕ポスター発表会および忘年会のお知らせ

33-ll 
〔シ〕窓会の烏たちの夜 ・33ー11
（大〕日本烏学会1990年度大会告知 3 5-11 
fシ）スズメとハトの生態 36-8 
（シ〕鳥の音声とその利用 36-8 
〔シ〕ツルの行動と社会 36-8 
〔大〕集会「明日の烏学ニュースを考える」 36-8
〔シ〕ハシプトガラスの生息環境の違いによる

生態の比較 37-10 
〔ポ〕ポスター展示と怒綬会 37-10 

E ヌド妥主主目弓佐系多義~<D 幸侵壬雪．】

〔例〕巌近1年間の例会報告 ・6-2 
〔大〕 56年大会に奮加して（大庭照代） 9 """ 4～5 
〔大〕日本鳥学会70周年（仙台〉大会を終えて

（呉地正行） 1 0-1～3 
〔大〕仙台大会・エキスカーシーンに参加して

（木内エツ子） 1 0-3 
〔講〕記念講演会のことなど

（竹下信雄） 1 0 -4～6 
〔大〕日本烏学会1983年度大会終わる 1 2 -1 
【例〕 1983年4月23日、 9月IO臼（石田健） 1 2 -7 
〔例〕同12月17日 （石田） 1 3...,. 7 
〔例） 84年2月18日 （石田） 1 4-8～9 

〔大〕三重大会終わる ー（長谷川博） 1 5 -1 

〈例〕同3月17日 （竹下） 1 5 -13 
（例〕同5月26日 （石田） I 6-9 
【例〕同IO月27臼・85年1月128

（石田） 1 7-6～7 
（大〕長野大会を終えて （中村浩志） 1 8 -6 
〈大〕長野大会パンザイ （竹下） 1 8 -7 
【例〕 85年2月23日・ 5月18日 （石田） 1 8 -9 
〔シ〕 「カヲコウと宿主の相互進化」シンポジウム

報告 （樋口広芳・中村） 2 8-7 
（大〕昭和最後の日本烏学会大会報告

（杉議文夫） 3 1 -5～6 
〔大〕 1989年度日本烏学会大会をふりかえって

〈姦岡弘之） 3 3-6～7 
〈シ）第2回津戸基金によるシンポジウムの報告

（大迫蓑人） 3 5-8～9 
【講〕幻に終ったゲラシモフ簿士の東京第演会

（呉地正行） 3 5-9 
〔ポ〕ポスタ一発表会兼忘年会の報告

（上回恵介） 3 5-9 
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E恥イIO V eπE  en  t】

烏学会の近畿地区懇薮会 （山岸哲） 6 -2～3 
国際烏学会第1回告知 8-1 
求む烏の声、イギリスから （竹下信雄） 8-2 
日本烏学会近畿地区懇談会の近況 （山岸） 8-3 
烏害研究室の発足にあたって （松岡茂） 8 -4～6 
第1回鳥類談話会を関催 （藤巻絡恵） 9-2 
ハンガリーの雁シンポジュームの記

（横田義雄・呉地正行・大津真理子） 9-5～7 
「極東鳥類研究会」発足 （藤巻） 1 0 -4 
第1回モズシンポジウムを開催（唐沢孝一） 1 0-6 
第2固鳥類談話会の開催 （蕗巻） 1 0-7 
日本烏学会近畿地区懇談会近況（江崎保男） 1 1 -6 
海外シンポジウムのお知らせ （長谷川博） 1 2-6 
鳥屋のみた動物行動学会 （上回恵介） 1 3-6 
烏学会近畿地区懇談会近況 〈上回） 1 4-8 
第3回鳥類懇書覧会の報告 ｛藤巻） 1 4-8 
山階鳥類研究所設孫子に移転 （長谷川） 1 5 -5 
山階芳窟所長との会見記 〈長谷JII)1 5 -5～6 
第4回魚類懇談会の報告 （藤巻） 1 5 -6 
第19回国際鳥学会議について 1 6 -1 
近侵地区懇談会一1984年の例会報告一

（上回） 1 6 -4～5 
日本鳥類標議脳会創立される！（茂田良光） I 9 -7 
近畿地区懇談会1985年度活動報告

（山岸・上回） 1 9 -7～8 
第20会国際烏学会議の開催国はニュージーランドヘ

（森隈弘之） 2 0-4 
第19回国際烏学会議印象記 （江崎） 2 0-5～6 
鳥学会近畿地区懇談会がJO周年記念講演会を開催予定

（坂綴健治） 2 3-8 
鳥害研究会へのおさそい （松岡茂） 2 5-6 
第20回国際行動学会議（！ EC）印象記

（上回） 2 5 -6～7 
国際ベンギン研究会のお知らせ（正富宏之） 2 6-7 
ワシタカ類のシンポジウムのお知らせ 26-7 
アメリカの大学教育の中での鳥類学

（樋口広芳） 2 6 -7～8 
第20回国際烏学会議のプログラムほぼ決まる27-7
学術シンポジクム「三宅島の自然と環境J案内

27-7 
XIX Congress of International Union of Ga1e 
Biologistsの予告 27-7 
近後地区懇談会近況 ｛援根） 2 7-7 
r学術シンポ・三宅島の自然と環境」に参加して

（石田） 2 8-7 
托卵に関する情報提供のお願い 29-7 
スウェーデンでキツツキ・シンポジウム関催

（石田） 3 2-6 
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ゲラシモフ博士を迎えての講演会と第6嗣ガン
シンポジウムのお知らせ ｛呉地正行） 3 2-7 
国際干脅シンポジウムー 1989名古屋

（竹下） 3 3-7～8 
烏学会（員）近畿地区懇談会の近況

（浦野栄一郎） 3 6 -4 

第22回国際行動学会のお知らせ 37-3 

【壬主主星雲la:>圭定宗奇コーーす一一一】

BIRD N・E• W • S 
読者の情報コーナー

BIRD N・E・W・S
読者の情報コーナー

BIRD N・E・W・S
読者の情報コーナー

BIRD N・E・W・S
読者の情報コーナー

BIRD FILE 
読者の情報コーナー

BIRD FILE 
BIRD FILE 
読者の情報コーナ一

読者の情報コーナー

BIRD FILE 
BIRD N・E・w・s

l 5 -7 
15-8 
16-5 
16-6 
18-8 
19-8 
21-7～8 
21-9 
22-7～8 
22-8～9 
23-7 
24-6 
24-6～7 
26-9～10 
27-9 

（中国東北．地方の鳥類近況） 2 9-4～5 
BIRD N・E• W・s
（中圏西北部および北京の鳥類近況） 3 l -4～5 
BIRD N・E• W・s
（中国南部および上海の烏相近況） 3 2-4～5 

読者の情報コーナー 33-8 
N・E・W・S file 34-7～9 
N ・ E•W•S file 35-7～8 
N・E・W・S file 36-5 
N・E• W・s file 37-3～4 

E石汗ヲ宅室主系百グト】

l.上経教育大学中村研究室 （中村登流） 2 6-9 
2.大阪市立大学理学部動物社会学研究室

（山岸哲） 2 7-8 
3.東邦大学理学部海洋生物学研究室

（長谷川博） 2 8 -6 
4.有手広畜産大学野生動物管理学講座

（藤巻絡蔵） 2 9-6 
5.農体水産省農業研究センター烏害研究室

（松岡茂） 30-10 
6.重量体総合研究所東北支所鳥獣研究室

｛由井正敏） 3 3-9 
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7.秋田大学教育学部生物学研究室
（小宣原憲） 3 4-9 

8.愛媛大学農学部生物環境保全学大講座
（立川涼） 35-10 

9.北海道大学水産学部附属北洋水産研究撞設
「海洋生態学部門」 （小域春雄） 3 6-6 

E染t童 書己】〈抜粋）

評議員会の報告

本会関係の出版物

1 -1～2 
1-2 
2-1～2 
2-3～4 
3-1 
4-1 
5-1～2 
5-3 

烏パヲクナンバー

外国交換雑誌［交換文献リスト］

評議員会の報告

新役員決まる

日本鳥学会の現状について

第17回国際烏学会議出席旅行のご2案内
新幹事決まる

黒田基金の設定

「南千島の鳥類」刊行について

黒田長久著「富士山地域の烏頬」

日本鳥学会の新評議員・役員

維持会員募集

幹事の一部変更

各種小委員会の新設

烏の制限ベージ

ご挨修
学会創立70周年記念行事
会費改定についてお知らせ

日本生命財団の助成金

新刊外国図書紹介

鳥学会各貧の径類と選考方法

評議員および監事選挙結果

岡董高氏「イヌワシ」の絵が入選

例会通知方法の変更について

学会・関係団体地図 （竹下信雄）

自然保護活動へ資金助成

鳥学会ニュースの再出発について

（森岡弘之） I 3 -7 
地方鳥類誌リスト作成磁力者 り，，内博） 1 4 -9 
国会図書館への納本のすすめ (JII内） I 4 -9 
幹事の分担変更 I 4 -10 
環境庁長官への要望書 15-9 
新しい冨集態勢について I 5 -10～11 
日本学術会話の新会員選出制度にともなう学会登録

1 5-11 
外国交後雑誌について I 5 -12～13 
ある日の幹事会 （竹下） 1 6 -1 
ICB Pの専門書鳥類写真エイジェンシー 16-7
' 83年度鳥学会大会シンポジウムの資料16-8～9

1
2
3
3
1
6
6
6
7
1
2
4
8
8
7
8
8
6
9
7
 

一
～
一
一
一
一
一
一
一
一
一
～
一
－
一
一
一
－
～
～

Q
U
t且

Q
U
Q
U

守’
Q
U
0
0
0
0
0
o
n
u
n
u
n
r
H
n
u
n
u
n
u

’A円
L
n
L
Q
U
Q
U

－

1
J

一

’
A
t
A

’a
’i

一一

6

久

9

2

3

長

1
1

目黒，，．、

海外烏学論文のコピー申し込みについて 16-9 
評議員・幹事選考結果について I 6 -IO 
続・ ICB Pの専門書 17-6 
日本烏学会の刊行物出版計画について 17-6 
広告掲較と名簿使用のご注意 17-8 
「日本鳥類目録第6版J作成のための資料収集に
ご協力を！ （巌巻） 1 8 -8～9 
会費納入に関する会則変更 1 8ー叩
会誌名の変更・原稿募集 19-6 
続々・ ICB Pの専門書 19-8 
日本烏学会誌の別刷代金について 20-6 
国際鳥類保窓会議（ ICBP）から出飯される
専門書の取り扱いについて 20-7 
キツツキのカラースライドを集めています 20-7 
総会で三宅島問題決議 （竹下） 2 1 -8 
英文治文の投稿者へのお願い 22-9 
鳥類研究グループリスト作りにご儲力下さい22-9
日本烏学会評議員・監事選挙結果について 2 2-10 
研究勧成の募集 23-8 
津戸英守基金のお報せ 24-7 
新しい「会費納入状況のお知らせ」 24-8 
伊藤基金と津戸基金のお知らせ 25-8 
涼戸基金によるシンポジウムの公募 25-8 
「日本烏頭目録改訂6版Jの編集 2 6-10 
文献リストをお送り下さい 26-10 
宛名ラベルについて 2 7 -IO 
論文の引用度 （上回恵介） 2 9-3 
鳥類目録分布資料収集録力のお願い 29-5 
烏学用語集の編集について 29-5 
オロロン烏の研究に取り組む人はいませんか30-8
今年度大会委員（ボランティア）公募 3 0-12 
評議員・監事選準結果について 3 0 -12 
補助金の公募 31-8 
続・地方鳥類髭作成にごii力下さい！！ 32-6 
公募 国際鳥学会舗への請書加助成 32-6 
普通会貨を5千円に改定 3 3 -12 
監事の選出方法の改訂について 3 3-12 
津戸基金によるシンポジウムの公募 34-10 
第20回国際鳥学会議に出席を考えている方へ34-I日
新編集委員 3 4-10 
会頭を辞任するにあたって （黒田） 3 5-2 
ニュースレターのレベルアップを 3 5-12 
黒田会頭の辞任 3 5 -12 
幹事・委員の人事異動 3 5-12 
国際烏学会議参加循励金受領者 3 5 -12 
編集幹事からのお願い （斉蕗隆史） 3 6-2～3 
日本烏学会会頭就任にあたって （中村司） 3 7-2 
鳥学ニュース発行一覧 37-4 
烏学ニュース総目次〈地1～37) 37-5～9 
会頭・副会頭の選出 3 7-10 

-9-



シンポジウムとポスター展示会のご案内

第3回日本鳥学会津戸基金シンポジウム

テでマハシプトガラスの生息環境の違いによる生態の比較

ーーハシブトガラスは都市進出によってL、かに変わったかーー

日時： 1990年 II月I8日（B) 10時30分～ 16時

場所：立教大学8号館 1港8101教室

1. (10:3か～11:15) ハシボゾガラスとハシプトガラスの巣立ち後の若鳥の移動と

分散：藤義斉

2. ( 11 : 15～11:55) ハシプトガラスの繁殖期のなわばり行動：中村理恵

3. ( 13 : 2か』14:00) 都市生活者としてのハシプトガラス：唐沢孝一

4. (14:0か』14:50) 都市緑地にすむハシプトガラスの生態：福田道雄

連絡先：干110台東区上野公薗9 83上野動物置飼育課福田道雄

Tel 03 (82⑤ 5 1 71〔内線 274〕

ポスター展示bよび懇親会（忘年会）

昨年に引続き，今年もポスター寝示と懇親を合わせた忘年会を立教大学で開催します。

金沢大会で発表ができなかった方は，ぜひポスター展示をお願いします。懇親会では昨年

好評であったポトラァク〈持ち寄り）形式で行います。ビール・ジュース類は準備します

ので，手作りの料理などお持ち下さL、。

日時： 1990年 12月22日（土） 1 5～20時 場所：立教大学12号館（ 2階〉

参加申込み：ハガキに住所・氏名・電話・ポスター展示の有無・料理の持ち寄りの有無。

干171豊島区西池袋3 立教大学・一般・生物上回恵介宛（ 12月15日までに）

Te I . 0 3 ( 9 8 5 ) 2 5 9 6 

懇毅会費：料理を持参いただける方； 500円，無しの方， 1500円

【会頭．副会頭の選出】

1990年10月12日に開催された評議員会で，中村司副会頭兼会頭代理を，投票によって正式

に会頭として選出した。それに伴い，空席になった副会頭職に正富宏之氏が選出され，翌日の

総会でいずれも承認された。 （庶務幹事）
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